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近
年
、
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
不
調
が
激
増
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
付
で
公
表
し
た
労
働
災
害
に
係
る
「
心
理

的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定
基
準
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
労
災

認
定
さ
れ
る
か
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
最
近
で
は
、
働
き
過
ぎ
や
急
激
な
就
労
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
う
つ

病
な
ど
メ
ン
タ
ル
不
調
者
を
発
生
さ
せ
る
事
例
が
多
く
、
各
職
場
に
お
い
て

は
、
そ
の
予
防
や
対
策
か
ら
治
療
、
職
場
（
社
会
）
復
帰
に
い
た
る
ま
で
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
総
合
的
な
知
識
と
対
策
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。

　
う
つ
病
な
ど
精
神
疾
患
へ
の
正
し
い
理
解
、
傾
聴
ス
キ
ル
な
ど
メ
ン
タ
ル

不
調
者
へ
の
接
し
方
、
時
間
外
労
働
な
ど
職
場
環
境
や
ル
ー
ル
の
見
直
し
と

改
善
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
保
護
か
ら
休
職
・
復
帰
・
退
職
に
い
た
る
ま
で

の
人
事
労
務
管
理
上
の
手
続
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
医
療
機
関
を
含
む
相
談

窓
口
の
紹
介
ま
で
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　
こ
う
し
た
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
社
の
人
事
労
務
担

当
者
や
管
理
職
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
の
勤
労
者
か
ら
家
族
の
メ

ン
タ
ル
不
調
を
心
配
さ
れ
る
方
ま
で
、
幅
広
く
受
講
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
準
備
し
ま
し
た
。
是
非
こ
の
機
会
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
　
程
　
第
一
・
三
・
五
火
曜
日
　
全
十
回
（
　
／
２
・
　
・
　
、　
／
６
・

１０

１６

３０

１１

　
、　
／
４
、
１
／
　
・
　
、
２
／
５
・
　
）

２０

１２

１５

２９

１９

時
　
間
　
午
後
六
時
半
～
八
時
半

受
講
料
　
一
一
、
五
〇
〇
円
（
資
料
代
含
む
）

講
　
師
　
篠
原
耕
一
（
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
社
労
士
）

　
　
　
　
笹
尾
達
朗
（
社
労
士
）

　
　
　
　
菓
子
田
圭
子
（
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
　
　
　
桑
村
明
男
（
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
　
　
　
岡
江
　
晃
（
元
京
都
府
立
洛
南
病
院
院
長
）

　
　
　
　
中
島
光
孝
（
弁
護
士
）

募
集
人
数
　
十
二
～
六
十
名

受
講
料
　
五
千
円
～
四
万
七
千
円

受
講
資
格
　
十
六
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
。（
全
日
制
の
高
校
生
を
除
く
。）

受
付
期
間
　
九
月
七
日
か
ら
定
員
に
な
る
ま
で
。

（
日
・
祝
日
は
休
み
。）

受
付
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
。
土
曜

日
は
午
後
五
時
ま
で
。（
初
日
は
午

前
十
時
か
ら
）

受
講
手
続
　
直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
り
、当

校
所
定
の
受
講
票
に
所
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、受
講
料
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
諸
事
情
に

よ
り
担
当
講
師
・
講
義
日
程
の
変

更
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、受
講
生
が
少
な
い
場
合
開
講
を

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

入
学
式
　
十
月
一
日（
月
）午
後
六
時
～
六
時

半

募
　
集
　
要
　
項

新
講
新
講
座座
  「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
講

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
講
座座

　
　
　
　
   ――
徹
底
解
説
・
予
防
と
支

徹
底
解
説
・
予
防
と
支
援援
――
」」

第５６回園員総会
開催報告

２ページ～４ページに掲載
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引
き
続
き
、
別
室
に
て
第
一
回
理

事
会
を
新
役
員
で
開
催
し
、
学
園
長

に
寺
井
基
博
氏
、
専
務
理
事
に
田
中

行
雄
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
七
号
議
案
の
新
定
款
の
一
部
変

更
案
の
停
止
条
件
付
き
決
議
に
つ
い

て
は
田
中
専
務
理
事
が
提
案
し
、
定

款
第
二
十
六
条
に
よ
り
、
園
員
の
三

分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

田
中
専
務
理
事
か
ら
第
八
号
議
案
の

昨
年
の
総
会
で
承
認
を
得
た
新
公
益

法
人
制
度
移
行
へ
の
進
捗
状
況
の
報

告
を
し
、
引
き
続
き
来
賓
の
京
都
府

知
事
・
京
都
市
長
（
い
ず
れ
も
代
読
・

別
掲
）、労
働
団
体
を
代
表
し
て
連
合

京
都
会
長
細
田
一
三
氏
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、
議
題
に
入
り
ま
し

た
。

　
議
事
は
第
一
号
議
案
の
二
〇
一
一

年
度
事
業
報
告
と
第
二
号
議
案
の
二

〇
一
一
年
度
決
算
報
告
を
一
括
し
て

田
中
行
夫
専
務
理
事
が
行
い
、
連
合

京
都
の
吉
岡
崇
監
事
か
ら
監
査
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
吉
田
美
喜
夫
学
園
長
か
ら

第
三
号
議
案
の
二
〇
一
二
年
度
事
業

計
画
案
を
、
田
中
行
夫
専
務
理
事
が

第
四
号
議
案
の
二
〇
一
二
年
度
予
算

案
及
び
第
五
号
議
案
の
二
〇
一
二
年

度
中
の
借
入
金
限
度
額
案
に
つ
い
て

提
案
・
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
六
号
議
案
で
は
役
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
定
款
第
四
章
第
一
七
条

に
よ
り
役
員
の
改
選
を
行
う
こ
と
を

田
中
行
夫
専
務
理
事
が
提
案
、
平
山

役
員
選
考
委
員
か
ら
役
員
候
補
一
覧

を
配
布
し
提
案
と
し
，
い
ず
れ
も
異

議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
六
日
午
後
三
時
か
ら
ラ
ボ
ー

ル
京
都
四
階
第
八
会
議
室
に
お
い
て

京
都
勤
労
者
学
園
第
五
十
六
回
園
員

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
司
会
の
京

都
総
評
松
本
隆
浩
理
事
が
開
会
宣
言

を
行
い
、
議
長
に
京
都
総
評
の
吉
岡

勝
氏
を
、
書
記
に
学
園
の
上
嶌
淑
子

を
、
総
会
運
営
員
に
連
合
京
都
の
平

山
明
氏
、
京
都
総
評
の
相
模
光
弘
氏
、

連
合
京
都
の
井
上
信
治
理
事
を
選
出

し
、
総
会
運
営
委
員
は
資
格
審
査
・

議
事
運
営
を
補
佐
し
、
役
員
選
考
委

員
を
兼
ね
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

吉
田
美
喜
夫
学
園
長
は
挨
拶
の
中
で

第
五
十
六
回
園
員
総
会
開

第
五
十
六
回
園
員
総
会
開
催催

学 園 長 寺井　基博 （同志社大学）
専務理事 田中　行夫
理　　事 小畑　史子 （京都大学）
     〃 杉山　雅人 （　  〃 　）
     〃 西村健一郎 （同志社大学）
     〃 吉田美喜夫 （立命館大学）
     〃 斎藤　真緒 （　　〃　　）
     〃 脇田　　滋 （龍谷大学）
     〃 原　　健二 （連合京都）
     〃 井上　信治 （　  〃 　）
     〃 篠原　輝雄 （　  〃 　）
     〃 佐々木眞成 （京都総評）
     〃 松本　隆浩 （　  〃 　）
     〃 福田　良幸 （京都府）
     〃 石田　信幸 （京都市）
監　　事 木村　　守 （税理士）
     〃 吉岡　　崇 （連合京都）
     〃 山縣　哲也 （京都総評）
顧　　問 山田　啓二 （京都府知事）
     〃 門川　大作 （京都市市長）
     〃 望田　幸男 （同志社大学名誉教授）
     〃 三村　義夫 （元専務理事）
     〃 菊池　光造 （京都大学名誉教授）
     〃 二場　邦彦 （立命館大学名誉教授）
     〃 西井　正弘 （京都大学名誉教授）
     〃 宮川　　治 （元JAM京都委員長）
     〃 千田　忠男 （同志社大学名誉教授）
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新
学
園
長
に
寺
井
基
博
同
志
社
大
学
准
教
授
を
選
出

　
去
る
六
月
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
五
十
六
回
園
員
総
会
に
お
い
て
、

新
た
に
理
事
と
し
て
選
出
さ
れ
、
同

日
の
第
一
回
理
事
会
に
お
い
て
、
吉

田
美
喜
夫
前
学
園
長
に
代
わ
り
新
し

く
学
園
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ひ
と
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
園
は
一
九
五
七
年
の
創
設
以

来
、
定
款
に
掲
げ
ら
れ
た
「
勤
労
者

の
教
養
と
自
覚
を
高
め
そ
の
地
位
の

向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

労
働
組
合
（
と
り
わ
け
ロ
ー
カ
ル
セ

ン
タ
ー
）
と
大
学
関
係
者
、
そ
し
て

京
都
府
・
京
都
市
と
い
う
性
格
の
異

な
る
三
つ
の
団
体
が
熱
意
と
知
恵
を

も
ち
寄
っ
て
勤
労
者
教
育
事
業
に
邁

進
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事

業
体
は
国
内
に
お
い
て
稀
有
な
存
在

で
あ
り
、「
官
」
で
も
「
私
」
で
も
な

い
「
公
」（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）
の
概
念
を

体
現
し
た
組
織
形
態
で
あ
っ
て
、
現

下
の
公
益
社
団
・
財
団
法
人
法
の
趣

旨
を
半
世
紀
余
り
も
先
ん
じ
た
と
い

う
点
で
、
京
都
が
誇
る
べ
き
財
産
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
業
活
動
と
し
て
、
京

都
市
の
委
託
事
業
と
し
て
夜
間
に
開

催
さ
れ
る
「
京
都
労
働
学
校
」
と
京

都
府
の
協
力
を
得
て
労
働
組
合
や
一

般
の
方
を
対
象
と
し
た
無
料
の
「
公

開
セ
ミ
ナ
ー
」、
昼
間
の
「
府
市
民
教

室
文
化
教
養
講
座
」
な
ど
の
中
核
的

な
教
育
事
業
に
加
え
、近
年
で
は「
求

職
者
支
援
訓
練
事
業
」
の
開
催
、
労

働
組
合
お
よ
び
そ
の
他
勤
労
者
福
祉

推
進
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
る
「
出

学
園
長
  寺
井
　
基
博

学
園
長
就
任

に
あ
た
っ
て

顧
問
の
委
嘱
に
つ
い
て
定
款
第
二
十

一
条
に
よ
り
、
元
役
員
の
千
田
忠
男

氏
に
顧
問
の
委
嘱
を
す
る
こ
と
を
提

案
し
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
全
員

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く

総
会
を
終
え
ま
し
た
。
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張
講
座
」
や
「
提
携
講
座
」
の
提
供
、

高
校
生
や
大
学
生
を
対
象
に
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
提
供
す
る
「
出
前
授
業
」

と
い
っ
た
就
労
支
援
事
業
を
拡
充
し
、

総
合
的
な
勤
労
者
へ
の
支
援
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。
受
講
者
数
は
、

出
張
講
座
が
一
千
七
十
五
名
、
提
携

講
座
が
一
千
三
百
八
十
名
、
出
前
講

義
は
一
千
三
百
十
名
に
上
り
、
全
体

と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
座
に
高
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、労
働
組
合
ロ
ー

カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
得
て
勤

労
者
へ
の
意
識
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
調
査
結
果
を
冊
子
お
よ
び
w
e
b

上
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
非
正
規
社
員
の
割
合
が
増
加
す
る

な
ど
、
勤
労
者
を
取
り
巻
く
雇
用
環

境
お
よ
び
社
会
経
済
状
況
が
不
安
定

内
と
な
る
中
で
、
前
記
の
取
り
組
み

が
多
く
の
勤
労
者
の
利
益
の
増
進
に

必
ず
や
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
本
学

園
が
担
う
事
業
の
公
益
性
を
明
確
に

す
る
た
め
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

新
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
作
業
を

粛
々
と
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
こ
の
大
切
な
時
に
、
学
園
長
の
大

命
を
仰
せ
つ
か
り
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
関

係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
な

が
ら
大
過
な
く
職
責
を
果
す
べ
く
努

め
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
私
共
々

学
園
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
さ

三
者
か
ら
な
る
社
団
法
人
と
し
て
、

「
勤
労
者
の
教
養
と
自
覚
を
高
め
そ

の
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
」
の
勤

労
者
教
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
近

年
の
国
際
情
勢
、
と
り
わ
け
ギ
リ

シ
ャ
の
財
政
危
機
に
端
を
発
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
危
機
と
世
界
的

な
景
気
の
後
退
を
見
た
と
き
、
こ
れ

ら
が
勤
労
者
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
勤
労
者
学
園
と
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
下
に
あ
る
勤
労
者
に

対
し
て
、〈
質
が
高
く
良
心
的
で
安
心

の
で
き
る
市
民
の
学
び
の
セ
ン

タ
ー
〉
と
し
て
の
事
業
の
充
実
が
課

題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
新
た
に
就

任
さ
れ
た
寺
井
基
博
学
園
長
の
下
、

こ
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
も
引

き
続
き
一
理
事
と
し
て
微
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園
の
第

五
十
六
回
園
員
総
会
が
、
こ
の
よ
う

支
援
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

勤
労
者
が
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要

な
労
働
法
制
の
知
識
を
身
に
つ
け
、

就
業
す
る
上
で
の
自
覚
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
勤
労
者
と
し
て
の
地
位

の
向
上
を
図
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
更
に
今
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

N
P
O
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
と

協
働
し
、
こ
れ
か
ら
働
く
若
者
だ
け

で
な
く
、
新
た
に
転
職
等
を
控
え
た

方
々
に
労
働
知
識
を
伝
え
、
必
要
な

準
備
を
行
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
だ
く
な
ど
、
勤
労
者
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
歴
代
役
員
の
皆
様
や

講
師
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
事
務
局
、

第
五
十
六
回
園
員
総
会
祝

　
第
五
十
六
回
園
員
総
会
祝
辞辞

　
去
る
六
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第

五
十
六
回
園
員
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、

京
都
勤
労
者
学
園
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一

一
年
八
月
に
京
都
府
に
対
し
て
公
益

認
定
の
申
請
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

二
〇
一
二
年
七
月
時
点
で
は
継
続
審

議
中
と
い
う
状
態
で
す
。
私
の
在
任

中
に
是
非
と
も
望
ま
し
い
判
断
を
得

た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
実
現
で
き
ず
、
こ
の
点
で
は
、

心
残
り
で
あ
り
、
ま
た
、
園
員
の
皆

様
に
対
し
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
年
度
の
園
員
総
会

が
第
五
十
六
回
を
数
え
る
点
に
示
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
本
学
園
は
、
半

世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
京
都
府
・
京

都
市
、
労
働
団
体
、
学
識
経
験
者
の

前
学
園
長
  吉
田
美
喜
夫

京
都
府
知
事

頑 顔眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
平
素
か
ら
京
都
府
政
の
推
進

に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
京
都
勤
労
者
学
園
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
幅
広
い
勤
労
者
教
育

を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
勤
労
者

教
育
を
通
し
て
勤
労
者
と
企
業
、
教

育
機
関
、
行
政
と
の
橋
渡
し
を
す
る

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
在
任
中
の
二
年
間
の
出
来

事
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、

日
本
史
は
も
と
よ
り
人
類
史
に
も
記

録
さ
れ
る
ほ
ど
の
東
日
本
大
震
災
と

福
島
第
一
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
こ

と
で
す
。
学
園
の
教
育
活
動
が
直
接
、

そ
の
復
旧
・
復
興
に
貢
献
で
き
な
い

と
し
て
も
、
こ
の
国
を
支
え
る
多
く

の
勤
労
市
民
が
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
る
こ
と
は
、
国
難
と

も
い
う
べ
き
惨
禍
に
立
ち
向
か
う
上

で
力
に
な
り
う
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

新
法
人
法
に
基
づ
く
公
益
法
人
へ
の

移
行
と
い
う
課
題
へ
の
取
り
組
み
で

ま
の
ご
指
導
な
ら
び
に
ご
鞭
撻
、
そ

し
て
温
か
い
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
六
日

学
園
長

退
任
挨
拶
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社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園
の
第

五
十
六
回
園
員
総
会
が
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
園
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

京
都
市
政
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
京
都
勤
労
者
学
園
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
昭
和
三
十
二
年
の
設
立
以
来
、

勤
労
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
様
々
な
学
習
の
機
会
を
提
供

し
、
勤
労
者
教
育
及
び
生
涯
学
習
の

推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
本
市
が
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
京
都
労
働
学
校
の
運
営
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
勤
労
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
内
容
の
充
実
を
図
り
、
労
働
関
係

法
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
菜
園
入
門

な
ど
幅
広
い
講
座
を
展
開
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
吉
田
美
喜
夫
学

園
長
を
は
じ
め
関
係
役
員
の
皆
様
や

講
師
の
先
生
方
、
そ
し
て
事
務
局
職

員
の
皆
様
の
多
大
な
御
尽
力
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
景
気
は
穏
や
か

に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
も

の
の
、
電
力
供
給
の
制
約
や
原
油
高

の
影
響
、
円
高
・
デ
フ
レ
の
影
響
等

が
あ
り
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
京
都
労
働
学
校

の
運
営
に
力
を
注
ぐ
ほ
か
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
の
実
施
や
中
小
企
業
支

援
体
制
の
強
化
等
を
図
り
、
雇
用
の

確
保
と
京
都
経
済
の
力
強
い
再
生
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
三
月
に
は

「
真
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
推
進
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
が
仕
事
や
家
庭
生

活
、
社
会
貢
献
を
通
じ
て
生
き
が
い

と
充
実
感
を
得
て
「
京
都
に
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
、

魅
力
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
投

球
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
を

も
ち
ま
し
て
、
吉
田
美
喜
夫
学
園
長

が
御
勇
退
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
御
尽
力
に
対
し
ま
し
て

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
社
団
法
人
京
都
勤
労
者

学
園
が
、
勤
労
者
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
、

本
日
か
ら
の
新
体
制
で
今
後
ま
す
ま

す
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
並
び
に
本
日

御
参
集
の
皆
様
の
一
層
の
御
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
，
私
の
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
六
月
六
日

園
員
の
皆
様
方
の
多
大
な
御
尽
力
に

対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

　
こ
の
度
吉
田
学
園
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
総
会
で
社
団
法
人
京
都

勤
労
者
学
園
の
学
園
長
と
し
て
の
重

責
を
退
か
れ
ま
す
が
、
御
就
任
以
来
、

社
会
・
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、
教
育

内
容
の
充
実
な
ど
、
勤
労
者
教
育
の

発
展
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
公
益
法

人
へ
の
移
行
に
向
け
た
取
組
み
な
ど

に
も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
御
退
任
後
は
理
事
に
就
任

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続

き
京
都
勤
労
者
学
園
の
発
展
に
御
尽

力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
府
政

の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き

御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
府
内
の
経
済
・
雇
用
情
勢

は
、
四
月
の
府
内
の
有
効
求
人
倍
率

が
〇
・
七
九
倍
で
、
五
箇
月
連
続
で

〇
・
七
倍
台
を
推
移
し
、
近
畿
で
は

最
も
高
い
状
況
に
あ
る
な
ど
、
明
る

い
兆
し
も
見
え
ま
す
が
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
影
響
、
歴
史
的
な
円
高
、

電
力
問
題
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
立
ち
向
か
う
た

め
、
京
都
府
で
は
、
平
成
二
十
四
年

度
当
初
予
算
を
、「
京
都『
元
気
に
』予

算
」
と
位
置
付
け
、
雇
用
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
万
六
千
人
雇
用
創

出
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
の
新
た
な

雇
用
の
場
作
り
と
若
年
者
の
雇
用
を

同
時
に
行
う
中
小
企
業
を
支
援
す
る

循
環
型
雇
用
の
創
出
や
京
都
式
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
よ
る

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
こ
の
四
月
か

ら
、
全
国
で
初
め
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
行
う
就
職
訓
練
の
受
講
指
示
や

雇
用
保
険
の
手
続
等
が
行
え
る
機
能

を
追
加
し
、
京
都
府
が
独
自
に
取
得

し
た
無
料
職
業
紹
介
権
と
併
せ
て
、

よ
り
一
層
き
め
細
か
な
職
業
紹
介
が

行
え
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
経
済
・
雇
用
情
勢
の
変

化
に
機
敏
に
対
応
し
な
が
ら
、
京
都

市
や
各
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機

関
・
諸
団
体
と
し
っ
か
り
連
携
し
、

「
オ
ー
ル
京
都
」
体
制
で
雇
用
対
策

等
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
一
層
の
御
支
援
・
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
又
、
今
夏
は
厳
し
い
電
力
需
給
の

状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
府
民
の
皆

様
方
に
も
、
一
昨
年
比
で
十
五
％
の

節
電
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
結
び
と
い
た
し
ま
し
て
、
新
学
園

長
の
も
と
、
勤
労
者
教
育
の
発
展
に

向
け
て
よ
り
一
層
の
取
組
を
推
進
さ

れ
ま
す
と
と
も
に
、
京
都
勤
労
者
学

園
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、

本
日
御
参
集
の
皆
様
方
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
六
日

頑 顔眼眼眼

京
都
市
長

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
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受講料（消費税込）・時間・日程テ　ー　マ科　　　目

受講料：８,０００円（テキスト代別途）
日　程：第２・４火曜日　全８回
　　　　＜１０/９～２/２６＞
講　師：植月百枝（元ＫＢＳアナウンサー）

こころの通ったマナーと人の気持ちをつかむコ
ミュニケーション法を、演習と講義を通して楽
しく学びます。

仕事が楽しくなる
「マナコミ」教室

受講料：１４,０００円
日　程：毎週水曜日　全１４回
　　　　＜１０/３～１/３０＞
講　師：栗山かおり（ボイストレーナー）

仕事のストレスがたまっている方、人前で声を
出すと緊張してしまったり、よく言葉を聞き返さ
れたりする方に。リフレッシュと発声の基礎を学
びましょう。

心 と か ら だ の
息抜き・朗読教室

受講料：１５,５００円（資料代含む）
日　程：毎週火曜日　全１５回
　　　　＜１０/２～２/１９＞
講　師：村中孝史（京都大学）ほか

第一線で活躍する労働法学者が最新判例を
素材として，人事・労務の現場で日々生じてい
る労働問題に裁判所がどのような判断を下し
ているかを解説します。

最新労働判例研究

受講料：１１,５００円
　　　　（資料代含む・テキスト代別途）
日　程：毎週水曜日　全１４回
　　　　＜１０/３～１/３０＞
講　師：椹木敦子（社労士）ほか

どの企業にも共通の社会保険は重要な制度
の一つです。健康・社会保険から年金まで、基
本を中心に、知って得する上手な利用法を織
り交ぜながら楽しく学習します。

社 会 保 険 の
実 務 講 座

受講料：１４,５００円（資料代含む）
日　程：毎週木曜日　全１４回
　　　　＜１０/４～１/３１＞
講　師：杉山一雄（元関西テレビアナウンサー）

自分の考えをまとめて表現し、必要な事柄を
相手に的確に伝えるコミュニケーション能力の
向上を図ります。

実 践 コ ミ ュ ニ
ケーション講座

受講料：１１,５００円
　　　　（資料代含む・テキスト代別途）
日　程：毎週水曜日　全１４回
　　　　＜１０/３～１/３０＞
講　師：前岡照紀（税理士）

経理事務の流れに沿って、経理に直面する状
況別に解説を加える、初心者の方を対象にし
た講座です。

経 理 ・ 経 営 の
実 務 講 座

受講料：８,２５０円（資料代含む）
日　程：毎週月曜日　全１０回
　　　　＜１０/１５～１２/１７＞
講　師：玉村文郎（同志社大学名誉教授）
　　　　ほか

文章には常に書き手の教養のほどが表れるこ
とを例示しながら，知的でかつ適切な文章を
作成する方法について具体的な指導を展開
します。

日本語表現講座
―ビジネスと

教養のために―

受講料：６,２５０円（資料代含む）
日　程：第２・４金曜日　全６回
　　　　＜１０/１２～１/２５＞
講　師：藤目幸擴（京都府立大学名誉教授）

初心者の方を対象に、栽培準備から管理まで
の基本的なポイントを学び、お家での野菜や
ハーブの栽培に活かしていただきます。

プ ラ ン タ ー で も
できる菜園入門講座

受講料：１１,５００円（資料代含む）
日　程：毎週月曜日　全１４回
　　　　＜１０/１～２/４＞
講　師：鈴木栄樹（京都薬科大教授）、
　　　　笹部昌利（佛教大学・京都産業大
　　　　学講師）ほか

飢饉、地震、噴火、津波、台風、洪水などの災
害、さらには巻き起こる政争と戦乱。京都を舞
台に幾多の苦難を乗り越えてきた先人たちの
歴史に学びます。

京都の戦乱と災害
＜近世・近代＞
―日本史講座―

受講料：各１６,０００円（テキスト代別途）
講　師：孫一萱（京都女子大学講師）
入　門
日　程：第２・４木曜日　全１０回
　　　　＜１０/１１～３/１４＞
中　級
日　程：第１・３・５木曜日　全１０回
　　　　＜１０/４～２/２１＞

発音記号（ピンイン）の読み方から学ぶ、初心
者を対象にした入門クラスと、ピンインが読め、
基本的な文法を理解し、簡単な読み書きや日
常会話ができる中級者を対象にした中級クラ
スをご用意しています。

中 国 語 教 室
　毅入門クラス
　毅中級クラス

　実務・実習・教養講座（開講時間　午後６時３０分～８時３０分）

２０１２年度秋期京都労働学校受講生募２０１２年度秋期京都労働学校受講生募集集 ９月７日
募集開始
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受講料（消費税込）・時間・日程テ　ー　マ科　　　目
受講料：各２２,０００円（テキスト代別途）
入門・初級
日　程：毎週水曜日　全１４回
　　　　＜１０/３～１/３０＞
講　師：小倉夏香（翻訳家（日韓））
中　級
日　程：毎週月曜日　全１４回
　　　　＜１０/１～２/１８＞
講　師：金　眞（京都大学講師）

入門・初級クラスでは、まったくの初心者の方に
は「ハングル」の読み書きから始めます。すでにあ
る程度韓国語（朝鮮語）を学んでいる方には、さ
らなるステップアップのカリキュラムを用意してい
ます。中級クラスでは、「ハングル」の読み書きが
でき基本的な文法を理解している方を対象にし、
実践的な会話の練習を中心に、聴き取り力と会話
力のさらなるスキルアップをめざします。

韓国の言葉と文化
を 学 ぼ う 教 室
　毅入門・初級クラス
　毅中 級 ク ラ ス

受講料：９,５００円（資料代含む）
日　程：毎週金曜日　全１１回
　　　　＜１０/１２～１/１１＞
講　師：仲尾宏（京都造形芸術大学客員
　　　　教授）ほか 

京都の伝統と歴史を世界との文化交流の視
点から捉え、その姿を浮き彫りにします。

京ことば・京文化講座
―いにしえからの京都と

世界の文化交流―

受講料：１１,５００円（資料代含む）
日　程：毎週木曜日　全１４回
　　　　＜１０/４～１/３１＞
講　師：和田渡（阪南大学）、
　　　　鷲田清一（大谷大学）ほか

昨年の３月１１日を境にして、それまでと同じ
ようには生きられない日 が々始まりました。危機
の時代を生きる私たちに求められているもの
が何かを、じっくり考えてみたいと思います。

震災以後の人間
技術・文明を考える
哲 学 講 座

受講料：１１,７５０円
　　　　（資料・テキスト代含む）
日　程：毎週木曜日　全１４回
　　　　＜１０/４～１/３１＞
講　師：葉狩富佐枝（硬筆・毛筆書写検定審査員）

書き文字の基本を初歩から実用書まで順序を
おって正しく美しく書けるよう学び、日本の文
字、文化についても造詣を深めていきたいと思
います。

実用ペン字教室
―美しく書くための

理論と実習―

受講料：１４,０００円
日　程：毎週金曜日　全１８回
　　　　＜１０/１２～３/８＞
講　師：小池香鈴

基本について学び、古典にも触れながら、まず
毛筆で字を書く楽しさを味わい、芸術的感性を
養います。

書 道 教 室

受講料：２４,０００円（テキスト代別途）
日　程：毎週木曜日　全１２回
　　　　＜１０/４～１２/２０＞
講　師：横川佳生（ＩＴコンサルティング）

初心者にも触れやすいプログラミング言語Ｐ
ＨＰを使って、一歩上のホームページを目指
しましょう。

ＰＨＰ５による
Ｗｅｂプログラ
ミ ン グ 入 門

受講料：３２,０００円（テキスト代別途）
日　程：毎週月曜日　全１６回
　　　　＜１０/１～３/４＞
講　師：尾崎克彦（ＩＴコンサルティング）

便利なマクロ・ＶＢＡ機能を使って、エクセル
をもっと効率よく使いこなしてみましょう。

エクセルマクロ・
Ｖ Ｂ Ａ 入 門

受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ回数科　　　目

受講料：２２,０００円（テキスト代別途）
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０月２７日～２月２３日

スピーチングやリスニングの練習を
通し、ビジネスシーンで役立つ語彙
や表現を使って英会話を学ぶクラ
ス。

９回
（月２回）

新講座
基礎ビジネス英会話
（第２・４土曜）

受講料：４２,０００円（テキスト代別途）
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０月１８日～２月２８日

海外からの旅行者を迎えた時に喜
んでもらえる、日本の生活様式や文
化の紹介の仕方などを学ぶコース。

１８回
（週１回）

新講座
トラベル英会話
―ようこそ日本へ―

（木曜）

受講料：２２,０００円（テキスト代別途）
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０月２０日～３月１６日

中１程度の基礎的な文法知識をお
持ちの方を対象に時制・接続詞・比
較級・不定詞・現在完了などを学ぶ
クラス。

９回
（月２回）

新講座
英会話のための英文法
講座ステップアップ
（第１・３土曜)

受講料：３６,０００円（テキスト代別途） 
時　間：午前１０：００～１２：００、
　　　　午後１３：３０～１５：３０、
　　　　夜間１８：３０～２０：３０
日　程：１０月１５日～３月１１日

外国人講師による入門から上級ま
での英会話コース。（但し土曜は夜
間はありません）

１８回
（週１回）

レギュラーコース
（月曜～土曜）
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受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ回数科　　　目
受講料：４７,０００円（テキスト代別途）
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０月１７日～２月２７日

ビジネスシーンで必要な英語を学
ぶコース。

１８回
（週１回）

ビジネス英会話
コース　　（水曜）

受講料：４２,０００円（テキスト代別途）
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１１月９日～３月８日

３月１７日（日）実施予定のＴＯＥ
ＩＣ試験を目標に勉強します。

１５回
（週１回）

ＴＯＥＩＣ受験スキル
向上コース  （金曜）

受講料：４２,０００円（テキスト代別途）
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０月１６日～２月２６日

イギリス・イギリス人について理解を
深めるとともに、積極的に話し合いま
す。

１８回
（週１回）

Ｖｉｓｉｔ Ｂｒｉｔａｉｎ 
Ｐａｒｔ ２　（火曜） 

受講料：４２,０００円（資料代別途）
〔夜クラス〕
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０月１７日～２月２７日
〔朝クラス〕
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０月１８日～２月２８日

最新の時事ニュースやドキュメンタ
リーなどを教材に、ディスカッション
しながら、英語力アップを目指しま
す。

１８回
（週１回）

様々な媒体を使って学ぶ
「国際メディアの
英 語 」コ ー ス
（水・夜）（木・朝）

受講料：２２,０００円（テキスト代別途）
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０月１９日～３月１日

「聴き取り、理解する能力」と「適切に
英語を発音する能力」を高めるコー
ス。

９回
（月２回）

英語の発音・聴き
取り強化コース
（第１・３金曜） 

受講料：２２,０００円（テキスト代別途）
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０月２７日～２月２３日

英会話初心者が必要とする基本的
な英文法を学ぶクラス。

９回
（月２回）

英会話のための
英 文 法 講 座
（第２・４土曜）

受講料：１１,０００円
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１１月９日～３月８日

映画を鑑賞、映画に関することを英
語で学びます。

５回
（月１回）

英語で映画鑑賞
（第２金曜）

受講料：５,０００円
時　間：１８：３０～２０：３０
日　程：１０月２・９日

ノービス～エレメンタリーレベルの
復習を行うクラス。２回ワ ク ワ ク 復 習

初 級 英 語
受講料：５,０００円
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０月５・１２日

京都の世界遺産を英語で案内する
練習。２回英 語 で 京 都 ・

世 界 遺 産 案 内
受講料：５,０００円
時　間：１４：００～１６：００
日　程：１０月５・１２日

英語の発展の歴史を知る。講義中
心の講座。２回英 語 の 歴 史

おもしろ教養講座
受講料：５,０００円
時　間：１８：３０～２０：３０
日　程：１０月５・１２日

英語の基本的な文の組立てをもう
一度見直すコース。２回英会話のための

英 文 法 講 座

■英会話教室説明会のお知らせ■

受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ時間数科　　　目

受講料：８,０００円
時　間：午前１０時～午後３時
日　程：１０月４・１１日

パソコンの基本操作と文書作成の
基礎知識

８時間
（２回）

初 め て の
パソコン教室①
昼間　　　（木曜）

　　　英会話教室の疑問・質問にお答えします。
　　　事務局でも随時ご説明いたします。

予約不要・参加無料　　会場：ラボール学園

　日時：第１回９月５日（水）午後６時３０分から
　　　　第２回９月７日（金）午後１時３０分から
　　　　第３回９月１３日（木）午前１０時３０分から
　　　　第４回９月２５日（火）午後１時３０分から

  １０月パソコン教１０月パソコン教室室
  （Windows７を使用。昼間のクラスではVista、ＸＰとの違いも説明します（Windows７を使用。昼間のクラスではVista、ＸＰとの違いも説明します。。

昼間のパソコン教室のみ
９月５日募集開始

講師：富田みえ講師：富田みえ子子（日本創芸学院認（日本創芸学院認定定
パソコンインストラクター　　　 パソコンインストラクター））
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　前号でのご報告のとおり今年２月１日の「審議会」で初めて審
議されましたが、結果は、継続審議となり、その内容は学園にとっ
て大変厳しいものでした。
　主なものとして、学園の事業についての「公益性」を「審議会」
に十分に理解をしていただくことや事業区分についても「公益目
的事業のみ」では認められることが難しい状況であり、事業区分
の根本的な見直しを求められることとなりました。
　そのため、４月２７日（金）に第１４回を開催して、根本的な見
直し作業を行いました。

　労働講座の無料の講座・セミナーをはじめ、京都労働学校及び
府市民教室文化教養講座で開講しているすべての講座について、
公益性の有無について点検を行い、公益認定法別表の何番に該当
するか（例　別表の５「勤労意欲のある者に対する就労の支援を
目的とする事業」など）を検討するとともに勤労者が受講するこ
とによって勤労者を支援することになり、そのことに公益性が認
められるかどうかの視点で区分けをいたしました。
　このことにより、改めて申請するに当たっては、「公益目的事業
のみ」から２つの公益目的事業として、「講座・セミナー」と「調
査・資料収集と情報提供」及び収益事業としての「講座・セミナー」
に分けていく方向で、鋭意作業を進めております。
　今後、速やかに申請をしていく予定であります。

第１４回　新公益法人制度検討委員会報告

受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ時間数科　　　目

受講料：８,０００円
時　間：午前１０時～午後３時
日　程：１０月１８日・２５日

表の作成とインターネットの基礎知識
※マウス操作とキーボードでの簡
単な文字入力のできる方対象

８時間
（２回）

初 め て の
パソコン教室②
昼間　　　（木曜）

受講料：１６,０００円
時　間：午前１０時～午後３時
日　程：１０月１０日～３１日

文字の入力。基本設定から文書の
編集、レイアウトといったワープロの
基礎について学びます。

１６時間
（４回）

ワード入門教室
昼間　　　（水曜）

受講料：８,０００円
時　間：午前１０時～午後３時
日　程：１０月２２日・２９日

郵便番号を入力して町名までの住
所を入力させることができます。干
支のイラストを貼り付けたり、デジカ
メの写真を貼り付けることもできます。

８時間
（２回）

年賀状作成教室
昼間　　　（月曜）

受講料：４,０００円
時　間：午前１０時～午後３時
日　程：１０月１２日

パソコンのカスタマイズ、ファイルの操
作、メンテナンス、バックアップなどパ
ソコン入門を終えた方を対象に知って
おくと便利なテクニックを学びます。

４時間
（１回）

Ｗｉｎｄｏｗｓ
ステップアップ
昼間 　　（金曜）

受講料：８,０００円
時　間：午前１０時～午後３時
日　程：１０月２０日・２７日

エクセルの便利な操作を覚えたい
という方を対象に、仕事や家庭でエ
クセルを使ってデータ作りをするの
に便利な操作を学びます。

８時間
（２回）

エクセル応用教室
昼間　　  （土曜）

受講料：４,０００円
時　間：午前１０時～午後３時
日　程：１０月３０日

ワードを使ってホームパーティーの冊子を作
成します。インターネットからクリップアートや
家の地図の取込み、ミニカレンダーの作成・
料理レシピ入力・写真の取込み・図形作成
などいろいろ応用できる操作を学びます。

４時間
（１回）

ワードでパーティー
冊 子 作 成 教 室
昼間 　　 （火曜）

受講無料

　仕事・家族・友人との人間関係がこじれたり、大切な人やものを失ったり、自分の本音を抑え込んだりして、イライラしたり不安
になったりすることは誰にでもあることです。ただし、それらのストレスに早目に気付き、自らケアしてあげることも大切です。解
決できなかったり、迷ったときには、人に話してみたり、誰かに助けを求めたりすることで、少しでも気持ちを軽くすることができ
ます。さらにはストレスとの付き合い方次第では、それをパワーに変えることもできます。
　うつ人口100万人と言われる現在、色々な原因で起こるストレスとの上手な付き合い方を、楽しいワークを交えながら一緒に考え
てみませんか。
　講　師：武田 由利子（産業カウンセラー）
　　　　　個人とやりがいと組織の成果をむすびつける、ストレスマネジメントのアドバイザー・ファシリテーター。研修で

は、参加者との「対話」を通じて、「自ら歩みだす力」を育む支援を行います。
　日　時：９／２７（木）午後６時３０分～午後８時３０分
　場　所：ラボール学園
　対象者：悩みを抱えている方（自分又は周囲の方で）、最近立場や環境が変わった方、部下や組織のストレスを

なんとかしたい方（管理職の方、人事・労務担当者、労働組合役員、経営者の方など。）
　●ストレスは「私にとって良いもの！？」「組織の味方！？」　　　　　　　●緊急指令！ストレスを今すぐ発散する方法
　●憂鬱な明日を、ワクワクな明日へ～モチベーションマネジメント～　　　●周りでストレスにつぶれそうになった人がいたら
　●組織のストレスをパワーに変える
　お申込み方法：お電話・FAX・はがき・Web上の申込みフォームのいずれかにより、本学園まで郵便番号、住所、氏名、電話番

号をお知らせください。受講票をお送りします。

仕事・生活のストレスをパワーに変える魔法の法則
　　　　　　　　　　　～ストレスとうまくつきあうセルフケア実習～

■２０１２年秋の公開セミナーのお知らせ■
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右
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吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

え
る
と
と
も
に
、
日
々
の
生
活
が
困
難
な
方
の
生
活

の
安
定
か
ら
、
就
業
に
至
る
ま
で
の
支
援
を
行
う
た

め
「
京
都
自
立
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

す
る
な
ど
、
機
能
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
府
民
の
方
々
の
就
職
・
生

活
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
ア
ク
セ
ス
〉京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
は
、「
京
都
テ
ル

サ
」の
西
館
3
階
に
あ
り
ま
す
。

　
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
　
（
新
町
通
九
条

70

下
ル
）
京
都
テ
ル
サ
西
館
3
階

　
電
話
：
0
7
5
倆
6
8
2
倆
8
9
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

U
RL

：http://w
w
w
.pref.kyoto.jp/jobpark/

　
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
と
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
一

体
と
な
り
、
相
談
か
ら
就
職
、
職
場
へ
の
定
着
ま
で
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
総
合
就
業
支
援
拠
点
で

す
。

　
京
都
府
、
労
働
者
団
体
、
経
営
者
団
体
な
ど
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
む「
地
域
で
支
え
る
共
同
運
営
」

や
、
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
を
支
え
る
「
企
業
応
援
団
」
の

結
成
な
ど
、
全
国
初
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
働
き

た
い
府
民
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
へ
は
、
正
規
雇
用
を
望
む

若
年
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
 、
中
高
年
齢
者
や
子
育

て
中
の
女
性
の
方
、
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
幅
広
い

平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
、
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
が

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

京
都
府
労
働
施
策
紹
介
③

求職者支援
訓 練 事 業

京
都
労
働
学
校
・
府
市
民
教
室

  実
用
ペ
ン
字
教
室
検
定
結
果
報
告

　
去
る
六
月
十
七
日
（
日
）
に
実
施

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
硬

筆
・
毛
筆
書
写
検
定
試
験
に
お
い
て
、

労
働
学
校
実
用
ペ
ン
字
教
室
か
ら
二

名
、
府
市
民
教
室
か
ら
四
名
の
受
講

生
の
方
が
三
級
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

（
個
人
名
の
記
載
は
個
人
情
報
保
護

法
の
関
係
で
掲
載
を
割
愛
し
ま
し

た
。）　京都労働学校の書道教室有志による第１０

回ひびき会作品展が、７月２１日（土）・２２日
（日）の両日京都府立文化芸術会館３階で開
催されました。当
学園講師小池香鈴
先生の指導のもと、
受講生の力作が出
展され、２日間で
延べ１９０名の来場
者で賑わいました。

　１１名でスタートした「求職者支援事業」での事務職で就職を目指す「オフィス人材育成科」訓練は去る３月１５日、中途退学した者を除
く１０名全員が修了し、無事訓練を終了することが出来ました。　
　「求職者支援法」は、従来の緊急人材育成訓練事業を恒久化して、雇用保険の受給資格を満たさない非正規労働者などを対象に、実践的
な職業訓練とその間の生活支援給付を行いながら早期の就職を後押しする制度です。
　今回で緊急人材育成訓練の２回を含めて３回目の訓練となります。訓練開始は昨年の１２月１２日、終了は今年の３月１５日で、約３ケ月
間に渡り、訓練日数は６２日の３６６時間の訓練でした。
　訓練科目は、簿記、経理、税務、人事・労務管理、労働保険、社会保険、年末調整、給与計算、パソコンと多岐に渡り、事務職で就職を
目指す求職者の訓練内容としました。
　訓練生の訓練内容等に対する評価は、学園の聞き取りした感想においても、また、ハローワークが実施したアンケートでも概ね良好で、
ハローワークが実施した評価点は５点満点で４・１点でした。
　国の指導で決められている訓練終了後３ヶ月後の就職状況は、就職状況報告書の提出のあった８名中６名が正社員、もしくは派遣社員等
での就職が決まりました。

事務職で就職を目指す「オフィス人材育成科」訓練終了

第１０回ひびき会作品展

パ
ー
ク
行
こ

府
民
の
皆
さ
ん
の
就
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
企
業
の
方
へ
は
、
人
財
確
保
に
係
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
か
ら
、
企
業
の
魅
力
発
信

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
求
職
者
と
の
交
流
等
を

通
じ
て
の
人
財
の
確
保
か
ら
定
着
ま
で
を

ト
ー
タ
ル
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
が
、
こ
の

４
月
２
日
か
ら
機
能
を
強
化
し
、
よ
り
使

い
や
す
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
職
業
紹

介
は
も
ち
ろ
ん
、
府
内
全
域
を
対
象
と
し

て
、
雇
用
保
険
の
認
定
や
職
業
訓
練
の
手

続
な
ど
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
よ
う

に
業
務
を
拡
充
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

生
コ
ー
ナ
ー
、
留
学
生
コ
ー
ナ
ー
を
新
た

に
設
置
し
、
学
生
が
京
都
企
業
の
魅
力
に

触
れ
、
就
職
活
動
に
活
か
せ
る
環
境
を
整
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　「働く・働き続ける女性のための
　　　　　　　　　セーフティネット」
　　第１回２０１２年７月２５日（水）
　　第２回２０１２年９月２８日（金）
　　第３回２０１３年２月２７日（水）
　　　　　　　　　（同内容で３回実施）
　　時間：いずれも１８：３０から２時間

■新講座■京都の歴史と地名  謎解き散歩（野外授業ではありません。）

◆受講料：５回　６,２５０円（資料代含む）　　◆時　間：午前１０時～１２時　　　
◆受講日：毎月１回　第１月曜日　９月３日・１０月１日・１１月５日・１２月３日（１月は休講）・２月４日
◆持参品：筆記用具

介紹室教民市府 ８月３日（金）午前１０時から受付開始（先着順：定員３０名）

講師：説話・伝承学会会員、京都地名研究会常任理事　山嵜　泰正

向
湖
の
五
つ
の
湖
か
ら
な
る
。
水
の
色
が
す

べ
て
違
っ
た
色
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
五
色

の
湖
」
と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
別
名
が
付

い
て
い
る
。

◇
若
狭
三
方
縄
文
博
物
館

　
小
高
い
丘
の
地
中
を
く
り
貫
い
た
中
に
博

物
館
が
あ
る
。
縄
文
時
代
の
豊
か
な
生
活
が

偲
ば
れ
る
展
示
物
等
、
縄
文
の
イ
メ
ー
ジ
を

塗
り
替
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

◇
熊
川
宿
（
鯖
街
道
）

　
江
戸
時
代
、
若
狭
で
水
揚
げ
さ
れ
た
鯖
な

ど
の
魚
を
京
都
へ
運
ぶ
の
に
利
用
さ
れ
た
若

狭
街
道（
鯖
街
）。こ
の
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
宿

場
町
・
熊
川
宿
は
交
通
と
軍
事
の
拠
点
と
し

て
栄
え
、古
い
建
物
を
生
か
し
た
エ
リ
ア
だ
。

［
実
施
日
］
二
〇
一
二
年
九
月
三
十
日
（
日
）

［
交
通
機
関
］
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用

［
集
合
場
所
・
時
間
］

　
新
都
ホ
テ
ル
前
（
京
都
駅
八
条
口
）

　
午
前
八
時
出
発

［
コ
ー
ス
］

　
京
都
～
大
津
Ｉ
Ｃ
～
敦
賀
Ｉ
Ｃ
～
美
浜
原

発
Ｐ
Ｒ
館
～
三
方
五
湖
～
若
狭
三
方
縄
文
博

物
館
～
熊
川
宿
～
京
都

［
参
加
費
］
一
人
　
四
五
〇
〇
円

［
持
ち
物
］
弁
当

［
定
　
員
］
先
着
順
二
十
名

［
申
込
締
切
］
九
月
十
五
日

［
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
］

　
伊
東
和
代
　
電
話

　
　
〇
七
五
―
四
三
一
―
一
九
六
一

　
鈴
木
金
雪
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用

　
　
〇
七
五
―
三
九
四
―
四
三
六
三

［
案
内
］

◇
美
浜
原
発
Ｐ
Ｒ
館

　
自
然
豊
か
な
環
境
で
原
子
力
発
電
の
仕
組

み
を
学
べ
る
施
設
。
発
電
施
設
を
二
十
五
分

の
一
サ
イ
ズ
に
縮
小
し
た
模
型
や
美
浜
原
子

力
発
電
所
内
部
の
様
子
の
わ
か
る
ビ
デ
オ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
原
子
力
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
放
射
線
測
定
器
も

あ
り
、
身
近
な
品
物
の
放
射
線
量
を
測
れ
る
。

◇
三
方
五
湖

　
三
方
湖
・
水
月
湖
・
菅
湖
・
久
々
湖
・
日

９月５日　２０１２年度１０月期パソコン教室申込
み受付開始

９月７日　２０１２年度秋期京都労働学校申込み
受付開始

　　　　　２０１２年度秋期市民英会話教室申込
み受付開始

　　２４日　２０１２年度春期京都労働学校修了式
午後６時半から

１０月１日　２０１２年度秋期京都労働学校入学式
午後６時から

新企画　労働教育セミナー開労働教育セミナー開催催

　「働く・働き続ける女性のための
　　　　　　　　　セーフティネット」
　　第１回　２０１２年７月２５日（水）
　　第２回　２０１２年９月２８日（金）
　　第３回　２０１３年２月２７日（水）
　　　　　　　　　（同内容で３回実施）
　　時間：いずれも１８：３０から２時間

　学園では今年度からＮＰＯ法人あったかサポートと協働し、労働関連法教育事業として労働教育セミナーを下記の通り
開催します。費用はいずれも５００円（資料代含む）。※会費は当日会場でいただきます。
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２０１２年９月・１０月の予２０１２年９月・１０月の予定定

お申し込み・お問い合わせは　ＮＰＯ法人あったかサポート
　　　　　　　　　　　　　　TEL０７５崖３５２崖２６４０・FAX０７５崖３５２崖２６４６　E-mail:attaka-support@r６.dion.ne.jp 

　「働く・働き続ける女性のための
　　　　　　　　　セーフティネット」
　　第１回２０１２年７月２５日（水）
　　第２回２０１２年９月２８日（金）
　　第３回２０１３年２月２７日（水）
　　　　　　　　　（同内容で３回実施）
　　時間：いずれも１８：３０から２時間

　「転職・退職準備セミナー」
　　第１回　２０１２年７月２１日（土）
　　第２回　２０１２年９月２６日（水）
　　第３回　２０１３年３月１日（金）
　　　　　　　　　　（同内容で３回実施）
　　時間：第１回のみ１３：３０から２時間
　　　　　第２回・第３回は１８：３０から２時間

Facebook　https://www.facebook.com/kyoto.labor.gakuen
Twitter　@LaborGakuen

お
知
ら
せ

「いいね！」もしくは「フォロー」をお願いします。公式フェイスブックページ・
ツイッターアカウントを開設しました。


